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９月議会は、1日から１４日までの１４日間の会期で開催しました。
決算の審査では、特別会計を含む８つの会計の決算を認定しました。
このうち一般会計は、前年度から続く新型コロナウイルス感染症対策
関連事業などにより、収入・支出額ともに過去２番目に予算規模の大
きかった前年度を上回りました。

町
の
お
金
は

　
　

ど
う
使
わ
れ
た
？

収入合計　98億 6126 万円

支出合計　94億 3710 万円

一 般 会 計

町債
10 億 1248 万円

11％

県支出金
7 億 1142 万円

7％

国庫支出金
13 億 9672 万円

15％

地方交付税
33 億 1734 万円

36％

その他
5 億 4039 万円

6％

繰越金
4 億 5519 万円

5％

寄付金
2 億 7473 万円

3％
町税

15 億 9804 万円
17％

災害復旧費
493万円
0％

消防費
3億 3478 万円

4％

商工費
1億 3715 万円

1％

労働費
771万円
0％

議会費
8225 万円
1％

公債費
借り入れの返済金です。 総務費

若宮コミュニティセンターがテ
レワークセンターとして整備さ
れるなどしました。

民生費
医療や介護、子育てなど
福祉に使うお金です。非
課税世帯や子育て世帯へ
の臨時給付金などに使わ
れました。

農林水産費
米価下落により経営が圧迫さ
れた稲作農家への支援などが
行われました。

土木費
冬期間の除雪や、橋
の改修、河川の整備
などに使われました。

教育費
遺跡の発掘調査など
が行われました。

町民税、固定資産税、軽自動車
税など、みなさんが町に納めて
いる税金です。

自治体の規模や人口
に応じて国から交付
されるお金です。

衛生費
ごみ・し尿の処理や予防接種など
に使うお金です。
新型コロナウイルス感染症ワクチ
ン接種事業などにも使われました。

21億1299万円
（22％）

21億7291万円
（23％）

14億5523万円
（15％）

5億
3203万円
（６％）

7億6328 万円
（8％）

7億5104万円
（8％）

10億8279万円
（12％）
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収　　入 支　　出 差  引  残
一般会計 98 億 6126 万 166 円 94 億 3710 万 2227 円 4 億 2415 万 7939 円

特
別
会
計

国民健康保険 18 億 113 万 4084 円 17 億 3617 万 8298 円 6495 万 5786 円
介護保険 22 億 7828 万 7544 円 21 億 8473 万 3718 円 9355 万 3826 円
後期高齢者医療 1 億 8577 万 474 円 1 億 8565 万 4064 円 11 万 6410 円
下水道事業 4 億 4629 万 8269 円 4 億 4629 万 8269 円 0 円
坂下東第一地区土地区画整理事業 2 億 1619 万 6988 円 2 億 1619 万 6988 円 0 円
農業集落排水事業 6635 万 7765 円 6635 万 7765 円 0 円

水道
事業

収益的収支 5 億 1961 万 7266 円 4 億 7414 万 9246 円 4546 万 8020 円
資本的収支 4193 万 1200 円 1 億 3186 万 1890 円 ▲ 8993 万 690 円（※）

≪会計別の決算≫

財政を見る
４つのポイント

ふるさと
納税
大きく①財政力指数 ０．３７

　（昨年　０．３８）
予算のうち、どのくらいを自前の税収で賄

えているかを表します。
この指数が高いほど財政力が高いことを示

しています。

②経常収支比率 ８３．２
　（昨年　８５．６）
人件費など毎年かかる固定費の割合。数値

が低いほど政策的に使えるお金が多いことに
なります。

③実質公債費率 １１．０
　（昨年　１２．２）
一般会計が負担する借金返済費用の割合。

数値が高いほどほかの事業にあてる財源を圧
迫することになります。

④将来負担比率 ４９．１
　（昨年　６４．５）
将来支払っていく可能性のある負担額等の現

時点での残高の割合。数値が高いほど今後の財
政を圧迫する可能性が高い事になります。

税制を通じてふるさとへ貢献する仕組みづくりを
目的に創設されました。

会津坂下町では、インターネットでの受付や返礼
品の充実などで寄附が大きく伸び、３年度は 2 億
6263 万 7 千円となりました。

※不足額は消費税や留保資金等で補てんしているため、会計全体としては黒字とみなします。

寄附金のうち、インターネット委託や返礼品に約 46％
を支出しています。残りの 54％を寄附の趣旨に添って事
業の一部に充当したり、基金に積み立てたりしています。

UP!

返礼品・送料
9002万5248万円

事業に充当
基金に積み立て

インターネット委託料等
3039 万 445 円

令和３年度の使い道は？

寄附額の推移は？

0

5

10

15

20

25

30

2,963万 3,257万 4,843万

2億6,264万
（6,488 件）

H30億円 R1 R2 R3
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一 般 会 計

決算特別委員会を開
き、令和３年度の事業
を審査しました。

使われ方を
チェック

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。
貢
献
企
業
へ

の
感
謝
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
か
。

A
　
物
産
振
興
、
売
り
上
げ
の
増

に
貢
献
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
に
貢
献
を
い
た

だ
い
た
企
業
へ
は
特
別
に
感
謝
状

を
送
り
ま
し
た
。

Q
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費

は
ど
の
く
ら
い
か
。

A　

納
税
額
約
２
億
６
千
万
円

の
う
ち
返
礼
品
に
３
割
、
そ
の

他
経
費
を
合
わ
せ
る
と
46
％
の

１
億
２
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

決
め
ら
れ
た
50
％
以
内
に
収
ま
っ

て
い
ま
す
。

仲
介
手
数
料
は
必
要
か

Q
　
公
有
地
売
却
に
仲
介
手
数
料
を
支

払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

A　

売
却
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ

た
の
で
、
仲
介
し
て
も
ら
う
方
法
に
変
更

し
た
た
め
、
支
払
い
が
発
生
し
ま
し
た
。

資
源
ご
み
の
状
況
は

Q
　
資
源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
も
の

は
ど
う
い
う
も
の
が
多
い
の
か
。

A　

紙
類
が
最
も
多
く
、
次
に
ア
ル

ミ
・
ス
チ
ー
ル
等
の
缶
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

納
税
組
合
の
必
要
性
は

Q
　
納
税
組
合
の
必
要
性
と
そ
の
費
用

対
効
果
は
。
ま
た
報
奨
金
に
対
す
る
公

平
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

A　

現
在
34
組
合
あ
り
ま
す
。
費
用

対
効
果
が
金
額
だ
け
で
は
測
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
納
税
組
合
の
活
動
は

様
々
で
あ
り
、
不
公
平
と
は
捉
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

放
射
性
物
質
の
測
定
は

Q
　
環
境
放
射
性
物
質
の
測
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

食
品
に
関
し
て
は
県
に
委
託
し
て

お
り
、
３
～
４
日
で
結
果
が
出
て
き
ま

す
。
環
境
放
射
性
物
質
の
測
定
は
中
央

公
民
館
を
は
じ
め
、
町
内
各
施
設
で
計

測
し
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の

ゴ
ミ
回
収
事
業
の
現
状
は

Q
　
一
人
暮
ら
し
の
ゴ
ミ
回
収
事
業
の

対
象
人
数
は
。

A
　
非
課
税
世
帯
の
32
名
が
現
在
登
録

し
て
い
ま
す
。
桜
の
家
に
委
託
を
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
整
備
率
は

Q
　
道
路
の
修
繕
整
備
等
が
31
か
所
な

さ
れ
た
が
必
要
箇
所
・
要
望
箇
所
か
ら

の
整
備
率
は
。

A　

毎
年
要
望
が
あ
り
、
全
地
区
ま
ん

べ
ん
な
く
、
危
険
性
等
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
修
繕
で
き
て
い
る

箇
所
は
、
概
ね
20
％
で
あ
り
整
備
率
は

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
運
営
委
員
会
の
状
況
は

Q
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
学
校

運
営
協
議
会
の
状
況
は
。

A　

令
和
３
年
度
に
本
格
的
に
始
ま

り
、
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
４
年

度
は
回
数
を
増
や
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
な
ど
、
具

体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

防
雪
柵
の
常
設
化
は

Q
　
防
雪
柵
は
常
設
の
恒
久
柵
へ
の
切

り
替
え
が
経
済
的
だ
と
思
う
が
、
計
画

は
あ
る
の
か
。

A　

理
解
は
し
て
お
り
ま
す
。
場
所
に

も
よ
り
ま
す
が
、
現
在
は
具
体
的
な
計

画
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
予
算
で
は

難
し
い
で
す
が
、
現
状
を
確
認
し
て
い

き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
と
は

Q
　「
お
げ
ん
き
で
す
か
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
」
の
内
容
は
。

A　

保
健
師
が
産
ま
れ
た
子
ど
も
全
員

を
訪
問
し
、
身
体
測
定
や
育
児
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
望
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
や
、
保
育
所
へ
の
入
所
な
ど
、
子
ど

も
課
と
連
携
し
支
援
し
て
い
ま
す
。
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特 別 会 計
【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

Q　
外
国
人
労
働
者
は
国
保
に

加
入
す
る
の
か

A　
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
社
会

保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、
転
入
後

に
派
遣
会
社
に
所
属
す
る
た
め
、

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
そ
の
間
は

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
税
に
関
し
て
は
、
派
遣

会
社
に
徴
収
を
お
願
い
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

Q　
住
宅
改
修
と
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か

A　
要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
方

へ
の
手
す
り
の
設
置
や
段
差
解
消

な
ど
の
改
修
費
補
助
で
す
。
上
限

20
万
円
で
34
件
の
補
助
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
の
決
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
は
多
く
の

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
全
て

の
会
計
の
決
算
を
賛
成
多

数
で
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
互
い
に
闊

達
な
議
論
を
重
ね
続
け

て
、
擦
れ
違
い
や
誤
解
の

無
い
建
設
的
な
議
論
が
で

き
、
と
も
に
町
民
の
付
託

に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
願

う
も
の
で
す
。

決算特別委員会より

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

Q　
前
納
割
引
の
制
度
を
残
す
意
味
は
。

A　
下
水
道
へ
の
接
続
率
を
上
げ
る
た

め
に
も
有
意
義
な
制
度
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
人
は

ど
の
く
ら
い
い
る
の
か

A　
令
和
３
年
度
末
で
22
％
が
未
接
続

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
業
特
別
会
計
】

Q　
歳
出
規
模
が
毎
年
こ
の
程
度
で
い

く
と
、
完
了
は
い
つ
頃
か
。

A　
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

69.

16
％
で
あ
り
、
20
年
以
上
か
か
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

Q　
国
へ
は
事
業
の
完
了
時
期
を
、
い

つ
と
申
請
し
て
い
る
の
か
。

A　
現
計
画
は
令
和
６
年
完
了
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
点
で
10
年
間
の
延
長
計

画
を
申
請
し
ま
す
。

【
水
道
事
業
会
計
】

Q　
有
収
率
が
10
年
前
と
比
較
す
る
と
、

こ
こ
３
年
間
は
８
～
10
％
落
ち
て
い
る
原

因
は
。

A　
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が

原
因
で
す
。
計
画
的
に
入
れ
替
え
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
漏
水
老
朽
管
は
地
区
別
に
ど
こ
の

地
区
が
多
い
の
か
。

A　
旧
坂
下
町
内
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。

決算特別委員会の様子
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公共施設等感染防止対策

役場庁舎やコミュニティセンター等の
町施設の感染防止対策のため、消毒用品
やパーテーション、サーマルカメラなど
の設置。

保育所・幼稚園・小中学校等の感染防
止対策として空気清浄機や網戸、図書消
毒器などの設置。

県からの営業自粛に応じた事業者や、
感染防止対策に協力した事業者に対し支
援金を支給。

「新しい生活様式」のための環境整備。
ネットワーク環境整備やタブレットな
ど購入。

感染防止協力支援

教育・子育て施設等感染防止対策

復興に向けた環境整備

コロナ対策に
多くの事業

新型コロナウイルス感染症対策として、令和 3
年度は国から臨時に２億５千万円余りが交付さ
れ、活用されました。

818万円

3,274万円

4,701万円

4,418万円

町出身大学生等への生活支援のため、
町産品送付。

大学生等生活支援事業

2,011万円

対象者一人につき 10万円の給付。

子育て世帯支援事業

290 万円

原油高騰の対策として、町民一人につ
き 5,000 円分のガソリン・灯油券の配布。

原油高騰対策事業

8,849万円

町内の消費活動支援のため、町民一人
につき 5,000 円分の商品券を配布。

ばんげ応援商品券配布

7,938万円
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一
般
会
計
決
算
討
論

仙
波
代
表
監
査
委
員
と
青
木
監
査

委
員
に
よ
り
７
月
12
日
〜
22
日
に
わ

た
り
決
算
審
査
が
行
わ
れ
、
８
月
25

日
に
町
長
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

〈
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
〉

厳
し
い
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、

ま
ず
は
収
支
の
黒
字
確
保
の
た
め
収

支
均
衡
を
第
一
と
し
、
財
政
調
整
基

金
を
確
保
・
増
加
さ
せ
、
将
来
財
政

負
担
の
軽
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

歳
入
で
は
地
方
税
減
収
見
通
し
や

国
・
県
の
財
政
依
存
に
も
不
透
明
さ

が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
方
税

徴
収
率
の
維
持
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
あ
ら
ゆ
る
歳
入
確
保
拡
大

の
検
討
が
必
要
で
す
。

歳
出
は
起
債
の
抑
制
は
も
と
よ

り
、
補
助
金
及
び
負
担
金
の
厳
正
な

チ
ェ
ッ
ク
、
委
託
料
の
適
正
化
、
人

件
費
の
抑
制
・
削
減
や
更
な
る
事
務

事
業
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
ミ
ス
や
問
題
点
を
全
職

員
が
共
有
と
共
通
認
識
を
持
っ
て
対

処
す
る
な
ど
の
他
、
若
手
職
員
を
中

心
と
し
て
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
研
修
・
改
善
改
革
が
必
要
と
思
料

さ
れ
ま
す
。

最
後
に
財
政
再
建
は
短
期
的
に
問

題
解
決
が
望
め
る
も
の
で
な
く
、
引

続
き
長
期
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

財
政
再
建
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
施
策
・

手
法
を
慎
重
且
つ
、
大
胆
に
見
極
め

て
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
の
中
に
あ
っ

て
も
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

最
大
限
の
工
夫
を
も
っ
て
町
民
満
足

度
と
財
政
再
建
の
両
立
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
両
者
の
均

衡
を
図
り
な
が
ら
町
民
に
不
安
を
与

え
な
い
行
財
政
運
営
を
希
望
し
ま
す
。

監査 委員より

町長へ意見書を提出する仙波代表監査委員

令和３年度の決算では、実質収支 3億 8,121 万
9 千円の黒字となりました。微収率も 97.37％
と高い水準を維持しており、歳出では地区要望
に対応した道路補修工事等の実施や、大雪の除
雪対応も迅速に行なわれました。コロナ禍の中
ではありますが、今後も適切な予算執行に努め、
尽力される事を期待します。

固定資産税や教育費では、不適切事務処理があ
りました。チェック機能の確立、出納閉鎖期間
内の不用額点検など適切な事務処理を切に要望
いたします。

歳入においては、自主財源の収入済額が前年度
と比較して 4億 5, ２９６万４千円増加となり、
歳出においては各担当部署での交付金・補助
金が的確に執行されたため、賛成する。

概ね大過なく執行されたと評価し賛成する。
新庁舎建設用地・土地購入費の執行について、
何ら異論なく容認、賛成多数というお墨付き
を得たので、決定の新庁舎位置に建設計画を
進めるよう進言する。

渡部順子委員

物江政博委員

五十嵐一夫委員

佐藤宗太委員
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第
３
回
定
例
会
で
は
、
決
算
の
他

町
長
報
告
４
件
、
人
事
案
件
１
件
、

条
例
２
件
、
そ
の
他
２
件
、
補
正
予

算
７
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
委
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
、
委
員
会
条
例
の
改
正
な

ど
、
議
員
提
出
議
案
２
件
が
追
加
提

出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
、
寄
付
金
を
活
用

し
た
教
育
用
品
等
の
購
入
、
幼
稚
園

保
育
所
等
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
、
燃
料
価
格
の
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
の
補
正
、
原
油
価
格
や
物
価

高
騰
に
よ
る
生
活
困
窮
者
世
帯
に
対

す
る
支
援
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

地
区
と
協
議
し
電
気
柵
を
設
置

議員　
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
地
域
づ

　
　
　

く
り
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
電
気
柵
設
置
の
補
助
金
で
あ
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

課長
　

県
か
ら
の
補
助
金
で
あ
り
ま

　
　
　

す
が
、
地
区
ご
と
に
県
と
町

と
地
区
の
方
と
で
協
議
を
し
、
設
置

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
分
団
25
万
円
ず
つ
交
付

議員　
消
防
費
の
消
防
団
施
設
整
備

　
　
　

交
付
金
を
増
額
し
た
詳
細

は
。課長

　

消
防
団
や
区
長
か
ら
の
要
望

　
　
　

に
よ
り
、
分
団
の
運
営
に
係

る
消
耗
品
や
修
繕
費
に
あ
て
る
た

め
、
１
分
団
25
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
参

加
す
る
た
め
に
か
か
る
費
用
と
し

て
、
参
加
す
る
分
団
に
は
さ
ら
に

10
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

 補正予算
会計 補正額 補正後の額 主な補正内容

一般会計（第４号） 2 億 3,426 万 6 千円増 81 億 6,705 万 7 千円

特　

別　

会　

計

国民健康保険
（第２号） 7 千円減 17 億 7,037 万 9 千円 本算定・繰越金の確定によるもの

介護保険
（第２号） 5,225 万 8 千円増 24 億 2,451 万 4 千円 本算定・繰越金の確定によるもの

10 月からの職員採用によるもの

後期高齢者医療
（第１号） 795 万 8 千円減 1 億 9,224 万 8 千円 本算定・繰越金の確定によるもの

下水道事業
（第１号） 624 万 8 千円増 5 億 4,594 万 8 千円 確定申告による消費税の確定、

電気料高騰によるもの

農業集落排水事業
（第２号） 115 万円減 6,586 万円 確定申告による消費税の確定、

電気料高騰によるもの

企
業
会
計

水道事業（第２号）
収益的支出 101 万 1 千円増 4 億 8,737 万 4 千円 電気料高騰によるもの
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新しい
教育委員会委員さんが

決まりました

請願・陳情の結果請願・陳情の結果

只見線が地域に活力を与えるような列車運
行をめざし、JR 東日本により良いダイヤ
改正を求める請願

提 出 者　山内幸裕
紹介議員　五十嵐一夫
内　　容
　10月１日に只見線全線開通となった。
観光客のニーズ、通学など生活路線とし
ての地域の利用促進を考慮したダイヤ改
正について、ＪＲ東日本との協議をもと
める。

本会議で採択され、意見書を福島県と福
島県議会に送付しました。

「会津坂下町議会議員政治倫理条例の制
定」に関する陳情書

提 出 者 　江川和弥
内　　容
　議会議員と町民とのゆるぎない信頼関
係構築のため、速やかに議会議員政治倫
理条例の制定を求める。

継続審査となり、協議を続けます。

氏名　蓮沼　潤一氏
住所　金上在住
任期　令和４年 10月 1日～
　　　令和 8年 9月 30日

賛成全員で同意されました。

※教育委員会委員とは、人格が高潔で教育や学術、
文化に関して識見を有する者のうちから、町長
が議会の同意を得て任命します。

　株式会社会津ばんげ公共サービスの会社
解散に伴う清算経費に充当するための資本金
である株式の放棄を、町だけが負担するとい
うことは株主平等の原則からも株主の権利と
責任からも、到底納得することはできません。
反対といたします。

山口　享　　議員反対

議案第５９号　権利の放棄について
６月３０日をもって解散した株式会社
会津ばんげ公共サービスの清算に要す
る経費に充当するため、出資した 2,000
万円のうち、300 万円を放棄したいと
いうもの

私はこう判断！
賛否の別れた議案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目

黒

克

博

蓮

沼

文

明

物

江

政

博

赤

城

大

地

横

山

智

代

渡

部

正

司

佐

藤

宗

太

山

口

享

青
木
美
貴
子

渡

部

順

子

五
十
嵐
一
夫

酒

井

育

子

小

畑

博

司

水

野

孝

一

議案第 59 号
権利の放棄について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議

長
議案第 62 号
令和３年度会津坂下町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて

〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません
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一

般

質

問

 

道
の
駅
賑
わ
い
の
た
め
の
提
案

 

賑
わ
い
の
創
出
は
必
要
で
あ
る

  

束
松
洞
門
の
通
行
復
活
の
取
り
組
み
を

  

現
状
の
姿
維
持
で
の
通
行
可
能
は
困
難

五十嵐一夫議員

問
「
湯
川
・
坂
下
」
の
道
の
駅
の
さ

ら
な
る
賑
わ
い
の
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
・
ホ
テ
ル
誘
致
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

開
設
・
高
速
バ
ス
増
便
へ
の
取
り
組
み
の

考
え
と
、
賑
わ
い
維
持
・
拡
大
の
た
め
の

検
討
に
つ
い
て
。

答
オ
ー
プ
ン
当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
用

地
を
確
保
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て
も
恵
ま
れ
た
立

地
条
件
を
活
か
し
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
に
合
わ

せ
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
実
証
実
験

を
実
施
し
、
次
年
度
か
ら
の
本
格
導
入
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
高
速
バ
ス

は
会
津
バ
ス
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
河
川
拡
張
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、賑
わ
い
の
維
持
・
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
、

湯
川
村
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
只
見
線
乗
り
た
く
て
も
乗
れ
な
い
列
車

ダ
イ
ヤ
で
よ
い
の
か
。

問
新
日
本
歩
く
道
紀
行
推
進
機
構

に
よ
る
、「
歩
い
て
お
き
た
い
千

の
道
」
に
束
松
峠
が
選
ば
れ
て
お
り
、
来

訪
者
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
が
開
削
し
た
束
松
洞
門
は

通
行
が
出
来
ま
せ
ん
。
町
村
境
に
あ
り
西

会
津
町
・
県
と
協
力
し
、
県
道
で
す
の
で

県
事
業
と
し
て
復
活
の
取
り
組
み
を
望
み

ま
す
。答

建
設
事
務
所
で
は
「
洞
門
は
落

盤
な
ど
か
ら
、
現
状
を
維
持
し

た
通
行
は
困
難
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
「
歩
く
県

道
」
の
整
備
に
取
り
組
み
、
洞
門
に
つ
い

て
県
・
西
会
津
町
と
協
力
し
、
維
持
保
全

を
模
索
し
ま
す
。

次回定例会のご案内
　

　令和４年第４回定例会は、

１２月１日（木）～９日（金）の

予定です。

　一般質問は１２月５日（月）、

６日（火）午前１０時からです。

　ぜひ傍聴にお越しください。

※傍聴の際はマスクの着用をお願

　いいたします。

町政を問う 〜一般質問〜
　一般質問は議員が町政全般について、現状や方針を問う

ものです。一人あたりの持ち時間は答弁を含めて５０分間

です。今定例会では 9人が登壇しました。

　広報誌に掲載する内容は質問者自身が要約し、広報広聴

特別委員が校正したものです。

　一般質問の映像を配信して

おりますので、詳しくはそち

らをご覧ください。

　また、会議録もホームペ

ージでご覧いただけます。

現在は通行できない
束 松 洞 門

一般質問

会議録
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一

般

質

問
  

町
長
公
約
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
進
捗
は

 

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
周
遊
コ
ー
ス
設
置
も

 

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

問
学
校
給
食
に
地
産
地
消
・
有
機

農
産
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

教
育
的
ま
た
、
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に

も
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
伺
う
。

答
児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
、
栄
養
教
諭
等
が
食
育
に

関
す
る
授
業
を
実
施
し
た
り
、
地
場
産
物

や
郷
土
食
の
提
供
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

地
元
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
、
農
産
物
の
国

際
認
証
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
取
得

し
て
い
る
会
津
農
林
高
校
か
ら
も
食
材
を

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

有
機
農
産
物
は
現
段
階
で
は
定
量
を
確

保
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
関
係
機
関
・

関
係
部
署
と
連
携
し
今
後
、
地
場
産
・
有

機
農
産
物
を
食
材
に
取
り
入
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
町
職
員
の
印
鑑
で
の
出
勤
簿
は

職
員
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
勤
怠
管
理

を
し
て
、
可
視
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
職
員
の
勤
怠
管
理
の
シ
ス
テ
ム

化
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推

進
計
画
策
定
に
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
正
確
な
労
働
時

間
の
可
視
化
実
現
は
、
行
政
の
働
き
方
改

革
及
び
職
員
の
健
康
管
理
の
徹
底
並
び
に

意
識
改
革
・
業
務
改
善
等
に
も
つ
な
が
る

重
要
な
手
段
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
、

役
場
内
の
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ピ
ー
機
と
同
様

に
職
員
証
（
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
）
に
よ
る
管
理

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

問
最
近
ご
み
の
出
し
方
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
と
の
苦
情
が
出
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
ご
み
袋
の
価
格
は
下
げ
ら
れ

な
い
の
か
。

答
毎
年
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み

分
別
表
を
全
戸
配
布
し
周
知
徹

底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
部

で
行
き
届
い
て
い
な
い
所
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
今
後
、
行
政
区
と
連
携
し
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
誰
が
見
て
も
分
か
り
や

す
く
間
違
い
が
な
く
な
る
よ
う
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
等
を
用
い
て
周
知
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
に
は
英
語
版
の
ご
み
の
出

し
方
チ
ラ
シ
を
関
係
会
社
・
関
係
行
政
区

に
配
布
し
ま
し
た
。
関
係
会
社
等
と
定
期

的
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
り
、
連
絡
を

密
に
取
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
の
手
数
料
は
環
境
セ
ン
タ
ー
負
担

金
や
資
源
回
収
報
償
金
・
コ
ン
ポ
ス
ト
等

の
購
入
補
助
金
に
充
て
て
お
り
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
は
ご
み
袋
の
引
き
下
げ
は
行
わ

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
町
長
公
約
の
一
つ
で
あ
る
健
康

づ
く
り
事
業
の
進
捗
を
問
う
。

答
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
構
想
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
旧
宮
川
沿
い
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス

及
び
、
先
般
「
バ
ス
停
」
近
辺
に
休
憩
用
ベ

ン
チ
を
設
置
し
た
町
道
坂
下
南
幹
線
の
活
用

を
想
定
。サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

一
般
県
道
会
津
若
松
熱
塩
温
泉
自
転
車
道
線

の
活
用
を
想
定
。
ま
た
、「
道
の
駅
あ
い
づ
」

を
起
点
に
Ｊ
Ｒ
会
津
坂
下
駅
ま
で
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
周
遊
コ
ー
ス
の
設
置
も
現

在
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
・
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

問
行
政
事
務
の
効
率
化
推
進
事
業
に
お
け

る
具
体
的
な
中
身
を
問
う
。

問
「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
の
建
設
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

 

学
校
給
食
に
お
け
る「
食
育
」に
つ
い
て

 

伺
う

 

第
３
次
会
津
坂
下
町
食
育
推
進
計
画
に

 

基
づ
き
行
っ
て
お
り
ま
す

 

印
鑑
で
の
出
勤
簿
か
ら
の
脱
却
を

 

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
検
討
し
て
参
り
ま
す

横山智代　議員

勤怠管理もＩＤカードで勤怠管理もＩＤカードで

蓮沼文明　議員

子どもたちが楽しみに
している学校給食
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当
町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

町
民
の
安
全
・
安
心
確
保
に
取
り
組
み

ま
す

役
場
新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
は

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、12
月
頃
ま
で
に

結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

  

当
町
消
防
団
の
問
題
点
つ
い
て

 

さ
ら
に
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

 

ま
い
り
ま
す

目黒克博　議員

佐藤宗太　議員

営業を終えた糸桜里の湯ばんげ

歩行者が見えにくい南幹線の足元を
照らす歩道専用の街灯

問
町
の
街
灯
と
夜
間
に
お
け
る
防

犯
対
策
の
現
状
を
問
う
。

答
街
灯
は
、
夜
間
に
お
け
る
町
民

の
安
全
及
び
犯
罪
被
害
の
未
然

防
止
、
交
通
の
安
全
と
円
滑
化
を
目
的
と

し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
区
要
望

や
通
学
路
点
検
で
指
摘
の
あ
っ
た
箇
所
、

新
た
に
町
道
認
定
し
た
箇
所
な
ど
現
地
調

査
の
上
、
そ
の
必
要
性
を
判
断
し
新
規
の

街
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
き

ま
し
て
も
町
民
の
不
安
払
拭
の
た
め
、
夜

間
の
安
心
安
全
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問
古
川
町
長
は
、
新
庁
舎
建
設
場

所
に
つ
い
て
建
設
場
所
の
見
直

し
を
公
約
で
謳
っ
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。

令
和
４
年
６
月
議
会
で
は
「
会
津
坂
下
町

役
場
新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
様
々

な
現
状
を
加
味
し
再
度
協
議
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。答

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
候
補
地
を
含
め
、
建
設
場
所

に
つ
い
て
も
再
考
す
る
こ
と
と
し
、
最
終

的
に
は
町
が
総
合
的
に
判
断
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
は
。

問
子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
た
「
一
つ
の

学
園
構
想
」
の
現
状
と
そ
の
成
果
は
。

問
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

問
ス
ム
ー
ズ
な
消
防
団
活
動
を
展

開
す
る
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
災
害
時
出
動
時
の
無
線
の
管
理

運
用
や
出
動
範
囲
を
含
め
、
事

業
計
画
や
福
利
厚
生
の
説
明
は
し
て
い
る

が
、
行
動
・
資
機
材
の
取
り
扱
い
や
安
全

管
理
に
関
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、

ポ
ン
プ
等
の
機
材
の
操
作
技
術
不
足
・
安

全
管
理
に
対
す
る
意
識
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
訓
練
の
充
実
に
併
せ
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
と
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
再
開
通
に
あ
た　
　

り
、
当
町
の
ア
ピ
ー
ル
作
戦
を
問
う
。

問
清
算
処
理
に
入
っ
て
い
る
糸
桜

里
の
湯
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
個
別
に
は
、
何
件
か
ご
提
案
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
町

民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

年
中
に
募
集
要
項
を
定
め
、
あ
ら
ゆ
る
活

用
方
法
を
広
く
募
集
す
る
な
ど
、
公
平
性
・

透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
活
用
の
手
続

き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
対
策
は
町
民
に
安
心
を
提
供
し

て
い
る
か

わ
か
り
や
す
い
対
策
の
発
信
と
実
行
に

努
め
ま
す

問
気
候
危
機
と
言
わ
れ
る
近
年
は
、

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な

災
害
が
全
国
で
起
き
て
い
る
。
防
災
マ
ッ

プ
に
基
づ
い
た
防
災
体
制
の
構
築
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
災
害
が

頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
い
る
た

め
、
国
で
示
す
指
針
に
基
づ
き
、
防
災
マ
ッ

プ
を
今
年
度
中
に
改
訂
し
、
全
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。
内
容
は
千
年
に
一
度
の
浸
水

を
想
定
し
、
消
防
士
・
防
災
士
会
の
意
見

を
い
た
た
き
、
作
成
し
ま
す
。

問
『
あ
れ
ほ
ど
金
が
無
い
と
言
っ
て

き
た
の
に
建
設
し
て
本
当
に
大

丈
夫
か
。
庁
舎
を
建
て
る
金
が
あ
っ
た
ら
、

各
行
政
区
か
ら
の
要
望
に
使
う
べ
き
。』
と

の
声
に
ど
う
応
え
る
か
。

答
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
健
全
化
判
断
指
標
が

改
善
し
、
建
設
費
用
を
含
む
今
後
十
年
間

の
収
支
が
黒
字
化
す
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
各
行
政
区
か
ら
の
要
望
に
対
応
す

る
こ
と
は
、
庁
舎
建
設
に
か
か
わ
ら
ず
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
の

た
め
に
重
要
で
す
。
生
活
を
守
る
た
め
の

重
要
性
を
考
慮
し
、
確
実
に
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
入
院
で
き
る
人
は
限
ら
れ
、
宿

泊
施
設
で
の
療
養
も
困
難
。
自

宅
療
養
ば
か
り
を
強
要
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
は
な
い
か
。
各
自
が
注
意
し
て
い

て
も
い
つ
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の

な
か
、
発
熱
外
来
に
電
話
し
て
も
簡
単
に

は
繋
が
ら
な
い
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
不

安
が
つ
の
る
ば
か
り
で
は
な
い
の
か
。

答
検
査
・
診
療
医
療
機
関
の
現
場

は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ

に
受
診
で
き
な
い
で
不
安
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
々
か
ら
直
接
に
電
話
を
い
た
だ
き
、

保
健
師
を
中
心
に
電
話
や
訪
問
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町
民

の
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
と
健
康
を
守
り
、

安
心
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
易
い
対
策
の

発
信
と
実
行
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
農
業
の
担
い
手
の
確
保
は
進
ん
で
い
る
か
。

問
建
設
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
多
く
の
町
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
よ
う
、
検
討
委
員
会
だ
け

で
な
く
、
各
種
団
体
や
各
地
区
で
の
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て

意
見
を
集
約
し
、
町
民
の
た
め
の
、
町
民

が
望
む
庁
舎
を
建
設
し
、
持
続
可
能
な
ま

ち
を
実
現
し
た
い
。

問
幅
広
い
声
を
聞
く
必
要
が
あ
る

が
検
討
委
員
会
の
構
成
は
。

答
坂
下
地
区
の
方
に
偏
っ
て
い
る

と
の
意
見
か
ら
、
新
た
に
各
地

区
よ
り
６
名
と
、
若
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
べ
き
と
の
こ
と
か
ら
一
般
公
募
で
青

年
代
表
３
名
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。問

透
明
性
な
ど
か
ら
議
事
録
の
公

開
は
必
須
で
は
な
い
か
。

答
議
論
の
透
明
性
確
保
の
観
点
か

ら
も
必
要
で
、
個
人
情
報
を
保

護
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
公
開
を

し
て
い
き
た
い
。

防
災
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
た
防
災
体
制
の

構
築
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か

消
防
士
・
防
災
士
会
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
作
成
し
ま
す

 

新
庁
舎
建
設
用
地
は

現
候
補
地
を
含
め
再
考
し
12
月
頃
ま
で
結

論
を
出
し
た
い

小畑博司　議員

渡部正司　議員

古くなった役場庁舎

現在の防災マップ
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新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
う

町
民
よ
り
幅
広
く
意
見
を
お
聴
き
し
ま

す

公
務
員
の
兼
業
実
施
を
問
う

地
域
産
業
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

  

当
町
に
お
け
る
移
住
定
住
を
問
う

  

重
点
事
業
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み

  

ま
す
。

酒井育子　議員

物江政博　議員

人手不足を補う為の施策を

建て替えを待つ現庁舎

問
前
齋
藤
町
長
は
、
一
回
着
工
し

ま
す
と
い
う
計
画
を
立
て
て
設

置
場
所
も
議
会
の
決
議
を
頂
い
て
お
り
後

戻
り
す
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
担
保
を
残

さ
れ
て
退
任
し
ま
し
た
。
就
任
１
年
３
か

月
の
今
、
建
設
用
地
の
再
考
へ
と
変
わ
ら

れ
た
こ
と
と
は
何
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
社
会
情
勢
及
び
周
辺
地
域
等
の

変
化
を
踏
ま
え
て
議
会
の
意
見

書
を
町
民
の
声
と
し
て
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
現
候
補
地
も
含
め
て
建
設
場

所
に
つ
い
て
再
考
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。問

３
年
12
月
定
例
会
の
中
の
町
長

答
弁
に
、「
１
回
決
議
を
賜
わ
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
重
い

も
の
は
有
り
ま
せ
ん
。そ
の
決
議
を
賜
わ
っ

た
経
過
の
中
に
は
行
政
側
提
案
し
て
議
決

を
賜
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、町
長
が
変
わ
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
私
か
ら
白
紙
に
し
て
、

も
う
一
度
議
決
を
お
願
い
し
ま
す
と
は
絶

対
に
言
え
ま
せ
ん
。
議
会
の
皆
さ
ん
の
方

か
ら
将
来
に
向
け
て
考
え
ろ
よ
と
言
わ
れ

る
様
で
あ
れ
ば
再
度
、
再
考
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
、
思
い
の
中

で
私
も
今
ま
で
来
ま
し
た
。」
と
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
請
願
書
の
提
出
を
、
ど
の

問
町
産
業
の
向
上
と
発
展
の
為
、

職
員
の
副
業
を
認
め
ら
れ
る
か
。

答
公
務
員
の
兼
業
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
務
員
法
第
三
十
八
条
に

お
い
て
「
任
命
権
者
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
農
業
分

野
等
に
お
い
て
、
職
員
の
兼
業
に
よ
っ
て

地
域
産
業
の
活
動
を
支
援
す
る
自
治
体
の

例
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
公
務
員
の
兼
業
へ

の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
業
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
、
報
酬
が
社
会
通
念
上
相

当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
な
い
な
ど

の
規
則
を
定
め
業
種
等
を
問
わ
ず
許
可
し

ま
す
。

問
移
住
定
住
促
進
事
業
の
今
後
の

見
通
し
は
如
何
か
。

答
全
国
的
に
人
口
減
少
社
会
に
突

入
し
、
国
と
し
て
も
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
町
で
は
本
年
度
か
ら
本
庁
舎
入
り
口

に「
移
住
定
住
相
談
窓
口
」の
看
板
を
掲
げ
、

過
疎
化
対
策
を
最
重
点
事
業
と
位
置
づ
け

移
住
定
住
推
進
班
を
設
置
し
、
特
に
空
家

バ
ン
ク
や
住
宅
取
得
支
援
補
助
金
を
活
用

し
た
定
住
人
口
対
策
、
町
の
魅
力
発
見
ツ

ア
ー
の
実
施
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
に
活
用
し

た
情
報
発
信
な
ど
交
流
人
口
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
津
西
部
の
「
経
済
・
子
育
て
・
医
療
・

の
中
心
」
と
し
て
「
住
み
続
け
た
い
」「
移

住
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
う
に
受
け
止
め
て
良
い
や
ら
戸
惑
い
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
率
直
な
感
想
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答
確
か
に
申
し
上
げ
た
記
憶
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
の
９
月
15
日
よ

り
、
各
コ
ミ
セ
ン
に
於
い
て
幅
広
い
意
見

を
お
聞
き
し
て
、
12
月
頃
ま
で
総
合
的
に

判
断
し
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
景
観
条
例
の
設
置
に
つ
い
て
。
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【
農
業
の
現
状
を
聞
く
】

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

７
月
20
日
に
16
名
の
農
業
委
員
会
委

員
の
方
達
と
未
来
ト
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
会
長
よ
り
、
農
業
の

現
状
に
つ
い
て
、
農
地
流
動
化
、
遊

休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
、
農
地
転
用

の
動
向
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
諸
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

【
今
後
の
子
育
て
支
援
と
は
】

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
８

月
18
日
に
町
内
の
公
立
・
私
立
の

保
育
施
設
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、今
後
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

「
聞
き
た
い
こ
と
」「
話
し
た
い
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

【
各
施
設
か
ら
提
案
さ
れ
た要

望
事
項
】

・
私
立
保
育
施
設
の
認
知
度
を
高
め

て
ほ
し
い
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
公
立
保
育
所
と
同
等
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
ほ
し
い
。

・
障
が
い
児
や
病
児
保
育
は
公
立
、

通
常
保
育
は
私
立
な
ど
の
役
割
分

担
が
必
要
。

・
公
立
と
私
立
が
力
を
合
わ
せ
て
い

く
と
い
っ
た
連
携
と
情
報
共
有
の

強
化
が
重
要
。

・
散
歩
事
故
防
止
の
環
境
整
備
を
希

望
す
る
。

【
農
業
委
員
会
よ
り
出
た
課
題
】

・
様
々
な
支
援
は
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
一
番
困
っ
て
い
る
の
は

担
い
手
が
い
な
い
こ
と
。

・
農
地
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、

農
業
後
継
者
に
つ
い
て
５
年

後
・
10
年
後
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
地
元
高
校
は
あ
る
も
の
の
農
業
に

就
職
・
従
事
す
る
方
は
少
な
い
。

後
継
者
に
つ
い
て
は
悩
ま
し
い
。

・
稲
作
だ
け
で
は
な
く
、
適
材
適

所
で
高
付
加
価
値
の
あ
る
作
物

の
生
産
が
出
来
な
い
か
。

・
40
～
50
年
後
の
未
来
を
語
る
場

が
欲
し
い
。

・
魅
力
あ
る
農
業
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基
に
、

常
任
委
員
会
で
協
議
し
、
理
解
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
ト
ー
ク
を
通
し
て
、
公
立
・

私
立
施
設
間
の
連
携
や
情
報
の
共
有

が
必
要
で
あ
り
、
十
分
と
は
言
い
難

い
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
連
携
、
共
有
に
つ
い
て
、

不
足
点
や
強
化
す
べ
き
点
が
な
い
か

調
査
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意

見
を
伺
う
と
い
う
基
本
を
再
認
識
で

き
ま
し
た
。
今
回
、
意
見
交
換
を
歓

迎
す
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
も
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 文教厚生常任委員会

総務産業建設常任委員会

久しぶりの開催となった未来トークでは、
活発な意見交換がなされ、「また開催して
ほしい」との声も聞かれました。
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こ
の
夏
、
気
温
40
度

超
え
な
ど
の
災
害
級
と

形
容
さ
れ
る
猛
暑
と
、

数
十
年
に
一
度
と
言
わ

れ
る
集
中
豪
雨
や
巨
大

台
風
が
毎
年
の
よ
う
に

各
地
を
襲
い
、
甚
大
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
球
が
、
大
地
が

悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
私
た
ち
の
未
来

を
守
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（

横
山　
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代
）
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政
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みんなのひろばみんなのひろば
ふるさと納税の返礼品に
ご協力いただいているみなさんを
ご紹介します！

フローライシダ
石田晴彦さん

あぐりあいづ
鈴木義仁さん

相良農場
相良初男さん

会津里山農園
永山宏一さん

伊藤りんご園
伊藤信正さん

伊藤果樹園
伊藤孝太郎さん

荒明果樹園
荒明裕一さん

「会津坂下の桃」
として

自信のある桃を
全国の皆様にお届
けしたいと

努力しています。

りんごを中心に
さくらんぼ・桃・梨・
ぶどう、また品種
による味の違いが
楽しめる「りんご
ジュース」を販売
しています。

心 を 込 め た 生
産、販売に日々努
力し、皆様にご提
供します。

杉山でりんごを作付
して 40 年。昼と夜の
温度差があり、甘みと

酸味がミックスされてさ
わやかな味です。おいしいり
んごを食べてもらうため、一

生懸命努力しています。
全国の皆さんに食べても

らいたいです！

立地条件を活かした作物
の本来の旨味を表現して完熟
の状態での出荷を心がけてい
ます。

なんとかガンバって
会津みしらず柿の
ブランド力を

拡張中です！

自身の病弱体質
を改善するため、薬
草レベルの内容をも
つ農産物を作りたい
との思いから、毎年
土と作物の健康診断
を行うことにより抗
酸力や栄養価の高い
農産物を生産してい
ます。

お蔭で今では健
康で元気な日々を過
ごしています。

定年退職後に就農しまし
た。ぶどうは開園後４年目で
す。ブルーベリーや会津身不
知柿も栽培しています。屋号
は居住地の長井の風土を表し
たいと思いました。風土と樹
の力を活かすことを第一に考
え、美味しい果物作りに取り
組んでまいります。


